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見守る 

 
「暑さ寒さも彼岸まで」の言葉通り、暑さが和らぎ秋めいてまいりました。また、秋の澄んだ空気が月

をくっきりと綺麗に夜空に映し出しています。秋の夜長をどう過ごすか、を考えるのも楽しみな時です。 

さて、先日一人娘が結婚式を挙げました。事前に式場から、母親から花嫁に向けての手紙を書いて

ほしいという依頼が届きました。何を書いてよいのか、大変悩みました。メッセージを書いて送ったことは

何度かありましたが、手紙形式で書き綴るのは、娘の小学校卒業式以来です。手紙を書くにあたり、娘

の誕生からを振り返ってみました。 

１歳前に入園した保育園。発熱やはしか、水ぼうそうなどでお休みばかりしていた０歳児。小・中学校

では皆勤する程たくましく成長しました。熱性けいれんを起こし、入院した２歳の時、冷静にけいれんの

時間を計っていた自分に驚きました。子供番組を娘と一緒に夢中になって観ていたこと。夫が小学校

教員から福島県の「舘岩少年自然の家」勤務となり、単身赴任になった３年間。母子２人の生活にな

かなか慣れず過呼吸になった娘。いろいろなことが思い出され、結局、手紙を書き終えたのは式の前

夜になってしまいました。私が成長できたかどうかはわかりませんが、娘の年齢分様々な経験を積むこ

とはできたかと思います。しかし、娘を心配するあまり過干渉だったこと。娘の自主性よりも「何かあった

らどうしよう」というマイナスな思考を優先して、あれもこれもと何か理由をつけてはダメ！と行動にブレ

ーキをかけ過ぎていたことに気付かせられました。手紙を書くことで、娘の成長と自分自身を振り返る

よい機会となりました。 

これからも娘と親子であることに変わりはありません。程よい距離を取りながら、娘を信じて見守って

いこうと心に決めました。とはいうものの、何か理由を作っては連絡を取ろうとする私に「余計なことをし

ないほうがよい。」と夫からブレーキをかけられています。 

ちなみに「見守る」とは、『無事であるように注意しながら見る。また、成り行きに気をつけながら見

る。』と辞書に記されています。日頃、本校の子供たちを見守ってくださっている防犯ボランティア、地域

の皆様には頭が下がります。保護者の皆様も時には、自分の子どもの成長を信じて「見守る」ことをし

てみてはいかがでしょうか。 

先日、私の母の面会に娘夫婦も同行してくれました。その際に「私は気が強いママに似ているから、

結局パパみたいなやさしい人と結婚した・・・。」という娘のつぶやきが夫に聞こえていたかどうか・・・。 
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１０月１５日は「慈恩寺小学校１３３回目の開校記念日」 
４年生の国語「作ろう学級新聞」の学習で、慈恩寺小学校の歴史をテーマに取り上げたグループがあり

ました。先日、取材のため校長室を訪れた子どもたちと一緒に「慈恩寺小学校開校百周年記念誌」を開き

ました。この記念誌は、開校百周年記念事業の一つとして作成されたものです。現在の慈恩寺小学校にとっ

て、本校の歴史を知る上で大変貴重な資料となります。現在の校舎等がいつできたのかを紹介いたします。

完成した年に在校されていた保護者や地域の皆様もいらっしゃるのではないでしょうか。 

◇昭和４８年４月 （５１年前）  ・新校舎完成（現在の５～６年 校舎） 

◇昭和４８年９月 （５１年前）  ・プール完成 

◇昭和５０年５月 （４９年前）  ・体育館完成 

◇昭和５８年４月 （４１年前）  ・新校舎完成（現在の１～４年、特別支援学級 校舎） 

 



【学年からのお知らせ】 1年、4年、たんぽぽ学級はありません。

【2年】

〇町たんけんについて

・日時 10月11日（金）8時45分～10時25分 【見学先】 慈恩寺観音、鹿室南集会所、慈恩寺郵便局など

・当日、保護者の皆様にはボランティアとして、子どもたちの見守りの御協力をお願いします。詳細は、後日配付する手紙を御

覧ください。

〇家庭児童相談室について

育児やしつけ、性格やくせ、親子関係、ひとり親での困りごと、子どもといるのがつらいときなど、家庭や子どものことで心配なとき、お

気軽に御利用ください

◎相談の秘密は固く守られています。◎専門の相談員がお話を伺います。◎必要に応じて専門的な機関を御紹介します。

【場所】 各区役所支援課（こども家庭センター内）

【時間】 平日の午前9時～午後5時（土、日、祝、年末年始はお休みです）

◎来室希望のときは、お電話などで予めお問い合わせください。

◎電話での相談も受け付けています。

岩槻区役所 支援課 家庭児童相談室 【電話】０４８－７９０－０１６４ 【FAX】０４８－７９０－０２６６

【学校からのお知らせ】

〇９月３０日は「明日（あす）も 進む いのちの日」

平成２３年さいたま市内で課外練習中に倒れた児童が緊急搬送された後、死亡するという大変悲しい事故が起きました。

子どもの命を守るために、さいたま市教育委員会では、教員研修のためのテキスト「体育活動時等における事故対応テキス

ト～ASUKAモデル～」を作成したり、主体的に救命活動ができる児童生徒を育成するため「ASUKAモデルフォーラム」を開

催したりと、救命教育の在り方や実践方策について探求してきました。実効的で持続的な学校安全管理体制の充実を図る

ことを目的とし、さいたま市教育委員会は、毎年９月３０日を「明日（あす）も 進む いのちの日」を令和４年に制定いたしまし

た。全市立学校において、AEDの一斉点検や児童生徒へAEDの設置場所等の確認を実施します。

本校では、９/３０（月）のお話朝会にて、職員室前の廊下にAEDが設置されていることや本体を見せて、児童に周知を図

りました。皆様も来校された際には、ぜひ御確認ください。

【３年】

〇１１月より書きぞめの学習が始まります。下記の用具の準備をお願いします。

＜書きぞめ専用用具＞ 太筆１本、中筆１本、書きぞめ専用下敷き

＜習字セットのものと兼用可能＞ 文ちん、筆巻き、墨池、墨、書道バッグ

・10月4日（金）に購入封筒を配付します。購入を希望される場合は、代金を入れて、１０月１５日（火）までに担任に提出して

ください。

・１０月８日（火）から10月１０日（木）の3日間、第一校舎１階（５・６年生）昇降口にて、書きぞめ用具の見本を展示します。

（展示時間：１５時４５分～１６時３０分）

・御都合がつく方は、ぜひ御覧ください。なお、来校時には、保護者証の着用をお願いします。

【５年】

〇自然の教室（2泊3日）について

・集合 １０月１７日（木） ６時４０分（６時３０分～４０分の間に登校） ・解散 １０月１９日（土） １８時１５分（予定）

・集金 13,000円【口座振込〆切１０月４日（金）】

・おこづかい2,000円

（おこづかい用の封筒は、10月4日（金）に配付します。１０月７日（月）に担任へ提出してください。）

・体温記録を１０月１０日（木）から始めます。毎日の検温と、記録用紙への記入をお願いします。

【６年】

〇修学旅行（1泊2日）について

・集合 １０月３日（木） 7時10分（7時～7時10分の間に登校） 解散 １０月４日（金） １６時（予定）

元気に当日を迎えられるよう、お子さんの体調管理について御協力をお願いします。


